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会
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７月の行事予定
集
団
読
書
会

   

遙
か
な
る
旅
へ

　       

　
雨
の
影
響
も
あ
り
、
６
月
14
～
16
日

の
3
日
間
（
午
後
の
み
）
、
男
女
バ
レ
ー

・
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
・
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
・
卓
球
の
７
種
目
で
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
が
行
わ
れ
た
。
　
三
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
っ
た
の
で
、

思
い
入
れ
が
強
く
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
団

結
力
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
白
熱
し

た
戦
い
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
生
徒
全
員
が

完
全
燃
焼
と
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
と

思
う
が
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
感
動

あ
り
の
と
て
も
有
意
義
な
三
日
間
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
も
み
な
、
短
時
間
で
準
備
し
、

一
生
懸
命
運
営
に
あ
た
っ
た
体
育
局

を
中
心
に
し
た
生
徒
会
執
行
部
と
、

準
備
・
審
判
・
後
始
末
等
に
協
力
し
て

く
れ
た
関
係
の
部
活
動
生
た
ち
の
努

力
の
賜
で
あ
る
。
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

に
心
か
ら
感
謝
し
よ
う
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
集
団
読
書
会
が
行

わ
れ
た
。
一
年
生
は
「
ユ
タ
と
不
思
議
な

仲
間
た
ち
」、
二
年
生
は
「蛍
川
」を
読
み
、

友
情
や
人
間
の
一
生
を
テ
ー
マ
に
討
論
し

た
。三
年
生
は
北
杜
夫
の
「夜
と
霧
の
隅
で
」

に
つ
い
て
各
学
級
で
目
標
や
討
議
内
容
を

設
定
し
、
委
員
長
・副
委
員
長
・HR
委
員

を
中
心
に
活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ

れ
た
。
校
内
放
送
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
生

徒
感
想
文
で
は
、
人
権
問
題
や
普
遍
的

な
人
間
性
、
歴
史
を
学
ぶ
意
義
ま
で
言

及
さ
れ
た
深
い
考
察
が
見
ら
れ
、
学
級
討

議
に
お
い
て
も
小
説
内
の
事
件
を
、
医
療

問
題
や
生
命
の
尊
厳
と
い
っ
た
現
在
の
問

題
と
し
て
受
け
取
り
、
真
剣
な
討
論
が
な

さ
れ
て
い
た
。
三
年
生
は
最
後
の
集
団
読

書
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
、
二
年
時
の

経
験
を
活
か
し
て
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
今
ま

で
で
一
番
工
夫
さ
れ
た
活
発
な
取
り
組

み
が
で
き
た
よ
う
だ
。

一
、
二
年
生
に
も
後
期
で
は
今
回
の
反

省
や
経
験
を
生
か
し
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

が
積
極
的
に
話
し
合
え
る
よ
う
、
さ
ら
に

活
発
な
集
団
読
書
会
を
期
待
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
朝
読
書
の
時
間
等
を
大
切
に

し
て
本
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

か
へ 

る
日
も
な
き
い
に
し
へ 

を

こ
は
つ
ゆ
艸
の
花
の
い
ろ

は
る
か
な
る
も
の
み
な
青
し

海
の
青
は
た
空
の
青

三
好
達
治
の
「
か
へ
る
日
も
な
き
」
と
い

う
詩
で
あ
る
。
遙
か
な
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

の
い
と
お
し
さ
と
不
可
能
の
距
離
が
、
見

事
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。
文
学
と
は
捕

ら
え
が
た
い
も
の
を
捕
ら
え
て
い
く
魔
法

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

人
は
生
き
て
い
く
限
り
、
必
ず
何
か
を

感
じ
る
。
も
し
く
は
考
え
る
。
し
か
し
そ

れ
が
何
で
あ
る
か
を
は
っ
き
り
と
認
識
す

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
大
概

は
認
識
の
萌
芽
と
し
て
煙
の
よ
う
に
消

え
て
し
ま
う
。

書
く
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
に
胡
散
霧

消
し
て
し
ま
う
感
情
や
思
考
の
萌
芽
を
、

救
い
上
げ
育
て
上
げ
明
確
な
形
に
す
る

作
業
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
に
危
う
い
作
業

で
、
緊
張
を
強
い
る
し
、
成
功
す
る
か
し

な
い
か
何
の
保
証
も
な
い
。

言
葉
は
し
か
も
不
完
全
で
あ
る
。
決
し

て
現
実
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
詩
人
は
言
葉
と

言
葉
の
間
に
命
を
か
け
る
。
そ
こ
に
架
け

ら
れ
た
吊
り
橋
の
向
こ
う
側
は
霧
の
彼

方
に
消
え
て
い
る
。
ま
た
は
、
言
葉
は
闇

夜
に
浮
か
ぶ
ブ
イ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
下

に
深
い
海
が
あ
り
、
金
色
の
魚
が
透
明
な

糸
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。

君
た
ち
は
そ
の
ブ
イ
を
頼
り
に
深
い
海

に
潜
り
、
金
色
の
魚
を
捕
ま
え
る
。
ブ
イ

は
金
色
の
魚
で
は
な
い
。
分
か
っ
た
つ
も
り

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

さ
て
、
青
は
も
の
の
色
と
し
て
は
珍
し

い
。
青
は
本
来
空
間
の
色
で
あ
る
。
空
の

色
で
あ
り
、
海
の
色
で
あ
る
。
す
く
い
取

ら
れ
た
海
の
水
も
、
一
陣
の
風
も
透
明
で

あ
る
。

青
は
無
限
の
宇
宙
の
色
で
あ
る
。

そ
れ
が
可
憐
な
露
草
の
花
に
現
れ
る
。

言
葉
に
よ
る
表
現
は
、
か
く
も
知
的
で

魅
力
的
な
行
為
で
あ
る
。
今
年
の
夏
は

是
非
、
可
憐
な
「
つ
ゆ
艸
」
の
青
に
遙
か
な

宇
宙
の
果
て
を
見
る
よ
う
な
、
み
ず
み

ず
し
い
感
性
と
雄
大
な
知
性
を
鍛
え
る

旅
に
出
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

福
久
教
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ

６
月
18
日
、

本
校
で
「
第

51
回
　
ト
イ

レ
掃
除
に
学

ぶ
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
株

式
会
社
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト

の
創
業
者
で

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【陸
上
】男
子
走
り
幅
跳
び
　 

３
位
　
栗
田
　
貴
文

　
　
　
　 

男
子
三
段
跳
び
　
　  

４
位
　
水
谷
　
祐
貴

【水
泳
】女
子
５０
ｍ 

自
由
形
　 

２
位
　
佐
土
原
　
愛

　
　
　
　
　
男
子
１５００
ｍ 

自
由
形
　
４
位
　
下
江
　
翔
太

【ラ
グ
ビ
ー
】 

　
ベ
ス
ト
８

【卓
球
】男
子
団
体 

　 

ベ
ス
ト
８

【剣
道
】男
子
個
人
　
　
優
勝
　
　
岩
下
　
周
平

【柔
道
】男
子
66
㎏  

　
ベ
ス
ト
８  

林
　
　
勇
介

【弓
道
】女
子
個
人
　
　
優
勝
　
　
松
江
　
優
香
里

【山
岳
】男
子
団
体
　
優
勝    

女
子
　
優
勝

【バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
４
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
広
嗣  

・  

椎
木
　
遼
佑

【テ
ニ
ス
】男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
４

【ダ
ン
ス
】　
優
良
賞

【囲
碁
】全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
　

　
　
　
　
　
個
人
女
子
　
優
勝
　
　 

鈴
木
　
那
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

２
位
　
　  

田
原
　
亜
希

　
　
　
　
　
団
体
女
子
　
優
勝
　
　 

男
子
　
２
位

【百
人
一
首
】全
国
高
校
百
人
一
首
か
る
た
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　  

県
予
選
　
団
体
優
勝

【書
道
】第
９
回
鹿
児
島
地
区
高
等
学
校 

揮
毫
大
会

　
　
　
高
書
研
賞
・特
別
賞
　
濵
　
佳
織
　 

　
　
　
優
秀
賞
　
臨
書
の
部
　
清
水 

美
里
　
名
越
　

彩
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
野 

聖
子 

山
口
ゆ
と
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
作
の
部
　 

柳
田 

都
麦 

大
平
菜
津
季

【放
送
】第
53
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
鹿
児
島
県
予
選
大
会
　
　

　
　
（個
人
）　
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

優
秀
賞
　
井
出
上  

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

優
良
賞   

山
下 

智
子
　

　
　
（団
体
）　
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
　
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　 

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
　
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
鍵
山
秀
三
郎
氏
が
、
掃
除
に
学

ぼ
う
と
い
う
有
志
の
集
ま
り
と
し
て

平
成
５
年
に
岐
阜
県
で
発
足
さ
れ
た

も
の
で
、
本
校
が
会
場
と
な
る
の
は

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
の
こ
と
で

あ
り
、
生
徒
を
は
じ
め
、
保
護
者
、

職
員
も
多
数
参
加
し
た
。
ト
イ
レ
掃

除
を
終
え
た
生
徒
の
感
想
か
ら
は
「
初

め
は
積
極
的
な
気
持
ち
で
は
な
か
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
に
大
変
な
こ
と
を

普
段
は
自
分
の
代
わ
り
に
誰
か
が
し

て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
頑

張
れ
た｣

｢

素
手
で
磨
い
た
ト
イ
レ
が

き
れ
い
に
な
る
に
つ
れ
て
自
分
の
心

も
磨
か
れ
る
よ
う
だ
っ
た｣

等
、

ト
イ

レ
掃
除
を
し
て
何
か
し
ら
学
び
取
り
、

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を

感
じ
さ
せ
る
声
が
多
く
聞
け
た
。
こ

の
体
験
を
学
校
で
、
家
庭
で
大
い
に

役
立
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

に
な
っ
て
欲
し
い
と
切
に
願
う
。

県
大
会
成
績
（
ベ
ス
ト
８
相
当
）

☆
学
年
優
勝
は

１６
Ｒ
・

２８
Ｒ
・

３６
Ｒ

1 金

2 土

3 日

4 月 学年朝会

5 火 木曜校時

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金
１年　登山
３年　遠足

16 土

17 日

18 月 海の日

19 火

20 水
学年集会　中掃除
授業６限　ＬＨＲ

21 木 救命救急法講習会

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

夏
　
　
季
　
　
悠
　
　
学
　
　
講
　
　
座

中学生日帰り体験学習

代々木東大模試（３年）

代々木東大模試（３年）

金曜校時

２
年
修
学
旅
行

第１回英検二次試験
進研模試（３年）

全校朝会　学校安全の日
修学旅行結団式

7　　月

１・２年実力考査(１日目)

１・２年実力考査(２日目)

進研模試（全学年）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○


